
新幹線関西地本は、10 月 15 日から 19 日にかけて名古屋地本や貨物労組の仲間と
共に、中国（瀋陽、南京、上海）での平和研修を行い、台検分会からは小谷分会長が
参加しました。

研修目的は言うまでもなく過去の悲惨な戦争の歴史を学び、二度と過ちを起こさな
いための教訓とすることです。また最近では尖閣諸島問題、一部政治家による慰安婦
問題の否定発言により中国との友好関係も冷え込み。、さらには中国南京市と姉妹都
市関係にあった名古屋市は河村市長の「南京大虐殺」史実否定発言により公的な交流
も途絶えるという状況になっています。

現地に立ち何が真実なのかを自分の目で見ることが大切ではないでしょうか。

虎石講万人抗 平頂山記念館 南京大虐殺記念館

記念館の遺骨 「南京大虐殺」が行われた現地慰霊碑

私たちは平和な未来を目指します！
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中国平和研修
「前事不忘後事之師」
（歴史の事実を忘れず未来の教訓とする）


